
平成24年度　石桜同窓会顕彰事業
（村上昭夫）

3月20日

4月25日

i

6月24日

6月12日

9月1日

顕彰関連

10月13日

10月10日

i

12月20日

「文学のまち盛岡を語る」

盛岡市中央公民館

「岩手の文学展」

盛岡市中央公民館

石桜同窓会ホームペ1ジに顕彰ページを掲載

9／1発行　盛岡市先人記念館だより（No49）に

村上昭夫「先人小伝」を掲載

「動物哀歌」の詩人村上昭夫生誕85周年記念手書
「フォーラム」を開催

於　プラザおでってホール

「動物哀歌村上昭夫展」開催中
於　啄木・賢治青春館
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10月17日（水曜日）2012年（平成24年）

で土井晩翠巽とH氏賞を受賞しなが

ら早世した村上の生涯を振り返りな

がら、その詩の世界がどのように生

まれたかを探ったほか、若手の風土

が生んだ優れた詩人の顕彰を続けて

いくことの必要性を訴えた。

今年生誕85年を迎えた盛岡市の詩

人村上昭夫（1927／〉68年）の記念フ

ォーラム「こおろぎ忌」は13日、同

市中ノ橋通のプラザおでってで開か

れた。詩人らが参加したパネルディ

スカッションでは、詩集「動物哀歌」

旧満州が出発点に岡沢ノさん

病床で仏典を熟読斎藤さん

「一番星」に兄の悲しみ凝縮

実弟・成夫さんが詩朗読

崇
の
前

詩人村上昭夫の生誕85年を記念して開かれたフォーラム

フ
ォ
エ
フ
ム
に
は
約
2

0
0
人
が
出
席
。
盛
岡
市

の
作
家
高
橋
克
彦
さ
ん
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
詩

人
斎
藤
彰
吾
さ
ん
（
北
上

市
）
、
同
北
畑
光
男
さ
ん

（
岩
泉
町
出
身
、
埼
玉
県

上
里
町
）
、
同
城
戸
朱
理

さ
ん
（
盛
岡
市
出
身
、
神

奈
川
県
鎌
倉
市
）
、
歌
人

岡
沢
敏
男
さ
ん
（
盛
岡
市
）

の
4
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を

務
め
た
。
若
手
中
学
（
現
岩
手
高

校
）
で
同
級
生
だ
っ
た
岡

沢
さ
ん
は
「
軍
国
少
年
だ

っ
た
彼
が
、
詩
人
に
な
り

H
寅
を
受
寅
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
驚
い

た
」
と
振
り
返
り
、
終
戦
直

前
に
官
吏
と
し
て
渡
っ
た

旧
満
州
（
現
車
国
東
北
部
）

で
の
l
年
半
の
苦
難
が
、

詩
人
と
し
て
の
出
発
点
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

指摘。

結
核
治
療
の
た
め
サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
に
入
院
し
た
村

上
と
同
人
誌
「
首
輪
」
発

行
に
携
わ
っ
た
斎
藤
さ
ん

は
「
病
院
で
は
仏
典
を
深

く
読
ん
で
い
た
。
退
院
後

は
、
合
評
会
の
ほ
か
、
詩

人
が
芝
居
を
上
演
す
る

な
ど
し
た
詩
祭
に
積
極
的

に
か
か
わ
っ
た
。
当
時
は

詩
人
が
文
化
の
代
表
の

よ
う
だ
っ
た
」
と
紹
介
し

た。

村
上
の
研
究
誌
「
雁
の

声
」
を
主
宰
す
る
北
畑
さ

ん
は
、
作
品
の
特
徴
に
つ

い
て
言
及
。
「
『
動
物
哀

歌
』
に
は
『
…
な
の
か
』

と
い
う
問
い
か
け
が
よ
く

使
わ
れ
る
。
こ
の
『
か
』

に
は
宇
宙
に
広
が
る
乾
い

た
闇
を
感
じ
る
。
こ
れ
は

「
か
」
に
広
大
さ
表
現
北
畑
さ
ん

翳
治
の
塵
界
に
通
底
城
戸
さ
ん

底
す
る
普
遍
的
な
も
の
の

根
底
を
成
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。「村
上
の
詩
は
ゆ
っ
た

り
と
し
た
よ
ど
み
の
よ
う

な
深
い
世
界
で
、
東
北
人

的
だ
」
と
い
う
高
橋
さ
ん

の
指
摘
に
、
城
戸
さ
ん
は

「
詩
人
と
風
土
は
深
い
関

係
が
あ
る
。
そ
の
土
地
に

お
け
る
水
、
空
気
の
感
覚
、

風
、
光
な
ど
が
、
詩
人
の

村
上
昭
夫
れ
た
」
と
懐
か
し
ん
だ
。

の
生
誕
8
5
年

記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
同

日
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
先

立
ち
、
実
弟

の
成
天
さ
ん

（盛岡市）

が
詩
を
朗
読

した。

滞
州
の
広
い
地
平
線
と
空

が
こ
の
表
現
に
込
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
」
と

分
析
し
た
。

か
つ
て
村
上
が
投
稿
し

た
若
手
日
報
の
日
報
文
芸

で
、
詩
の
選
者
を
務
め
る

城
戸
さ
ん
は
、
「
山
川
草

木
悉
皆
成
仏
」
、
つ
ま
り

草
や
木
で
さ
え
仏
に
な
る

と
い
う
日
本
仏
教
の
概
念

を
引
き
「
村
上
の
詩
が
語

る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在

の
な
か
に
、
か
け
が
え
の

な
い
魂
を
兄
い
だ
す
こ
と

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
は
宮
沢
賢
治
と
も
通

え
て
い
く
。
賢
治
の
言
語

的
な
感
覚
は
、
村
上
昭
夫

の
風
土
性
と
通
底
し
て
い

る
」
と
応
じ
た
。

北
畑
さ
ん
は
「
人
を
差

別
し
な
い
と
い
う
考
え
を

満
州
に
行
く
前
か
ら
持
っ

て
い
た
。
学
校
で
い
じ
め

や
差
別
の
問
題
が
あ
る
今

こ
そ
、
昭
夫
さ
ん
の
詩
を

読
ん
で
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。
最
後
に
高
橋
さ
ん
は

「
村
上
昭
夫
頗
彰
を
ど

う
い
う
形
で
し
て
い
く
べ

き
か
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
結
ん

だ。

に
、
石
川
啄

木
の
短
歌
を
歌
う
村
上
の

肉
声
が
会
場
に
流
さ
れ
る

と
、
成
天
さ
ん
は
「
兄
は

歌
が
好
き
で
、
替
え
歌
を

つ
く
っ
て
は
聞
か
せ
て
く

成
天
さ
ん
は
「
雁
の
声
」

「
お
母
さ
ん
」
「
五
億
年
」

な
ど
の
作
品
を
、
花
巻
市

東
和
町
在
住
の
音
楽
家
溝

渕
和
雄
さ
ん
の
ギ
タ
ー
伴

奏
に
乗
せ
て
読
み
上
げ

た。

「
一
番
星
は
空
の
悲
哀

の
子
だ
」
と
始
ま
る
「
一

番
星
」
に
つ
い
て
「
兄
と

し
て
弟
、
妹
に
対
し
て
何

も
で
き
な
い
ま
ま
、
闘
病

し
て
い
た
兄
の
悲
し
み

が
、
凝
縮
さ
れ
出
て
い
る

気
が
す
る
」
と
語
っ
た
。

聴
衆
は
、
村
上
昭
夫
の
心

情
に
共
感
し
な
が
ら
、
そ

の
詩
世
界
に
浸
っ
た
。

村
上
昭
夫
の
作
品
を
朗
読
す
る
実
弟
の
成
夫
さ
ん




